
　平成１８年度から実施している家庭系可燃ごみ有料化に伴う平成２１年度の収支概要がまとまりましたの

お知らせします。

　詳しくは、次頁をご覧ください。

◇　ごみ減量化・再資源化の推進に係る３経費の総額は、約１億５，１５４万円です。

<<有料化実施経費>>

　有料化実施経費３，８０４万８，４５４円のうち主なものは、市指定袋制作費、市指定袋取扱委託料、市

指定袋保管・配送委託料、および福祉的配慮無料配付などどなっています。

　なかでも、平均製作単価が約５.８７円/枚の５０㍑袋を１５０万枚、同じく約３.２７円/枚の２０㍑袋を２５０

万枚製作するのに要した市指定袋制作費総額は１，６９８万６，４５０円で、有料化実施経費の約４５％

を占めています。

<<ごみ減量化推進経費>>

　ごみ減量化推進経費１０，６３３万６，３９７円のうち主なものは、カン・ビン・ペットボトル本体の

選別および再資源化業務委託料、ごみの分別と出し方マニュアル・ポスター・違反ごみ啓発シー

ルの制作費、および生ごみ処理機購入助成金などとなっています。

　なかでも容器包装プラスチックの選別および再資源化業務委託料は２，６８７万６，４５１円で、約

５９０トンが再生樹脂やパレットなどに再資源化されています。

<<不法投棄対策経費>>

　不法投棄対策経費７１５万６６６円のうち主なものは、不法投棄のパトロールや違反ごみの調査に

伴う不法投棄対策等委託料、ボランティア袋制作費などとなっています。

平成２１年度家庭系可燃ごみ有料化の収支概要

7,150,666  円  

116,358,200  円  151,535,517  円  

ごみ減量化推進経費

不法投棄等対策経費１０㍑袋

合　　計 合　　計

２０㍑袋
43,294,200  円  

5,883,500  円  

( 2,164,710  枚)  

( 588,350  枚)  

67,180,500  円  

( 1,343,610  枚)  
有料化実施経費

歳　　入 歳　　出

５０㍑袋 38,048,454  円  

106,336,397  円  



単価（円）
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　　１　市指定袋制作費

　　２　市指定袋取扱委託料等

　　３　市指定袋保管・配送委託料

　　４　市指定袋取扱関係事務経費

　　５　福祉的配慮無料給付分

　　７　啓発経費（アニュアル・ポスター制作費）

　　８　生ごみ処理機購入助成金等

　　９　有価物集団回収及び廃棄物減量等推進活動報償費

　１０　人件費

　１１　廃棄物中継施設管理事業費 施設稼働はH20.４～

　１２　不法投棄対策等委託料

　１３　ボランティア袋制作費

　１４　啓発ポスター用パウチフィルム

　１５　現場用作業用具等
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小　　計

不
法
投
棄
等
対
策
経
費

小　　計

6,768,394

122,062

166,400

小　　計

ご
み
減
量
化
推
進
経
費

106,336,397

1,357,052

14,954,650

2,410,000

771,000

2,758,050

84,085,645
　　６　かん・びん・ペットボトル本体、容器包装プラスチックの
        選別及び再資源化業務委託料

摘　　要 金　額（円） 備　考
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38,048,454

9,440,000

324,335

2,879,112

8,418,557

歳入合計 116,358,200

歳　　出

１０㍑袋 588,350 5,883,500

２０㍑袋 2,164,710 43,294,200

５０㍑袋 1,343,610 67,180,500

平成２１年度家庭系可燃ごみ有料化の収支詳細

歳　　入（市指定袋の収支：手数料）

袋の種類 枚数（枚） 手数料額（円） 備　　考

16,986,450

93,810

7,150,666



　　１　市指定袋制作費 円

単価（円）

5.8723

3.2712

　　２　市指定袋取扱委託料等 円

　市指定袋の取扱を委託している取扱協力店（平成２２年３月末現在：１６２店）及び町会

（協力町会：７町会）に対し、それぞれの取扱額に応じて委託料及び報償金を支払ってい

ます。

　　３　市指定袋保管・配送委託料 円

　市指定袋取扱協力店への配送をはじめ、保管及び在庫管理等を業者に委託しています。

　　４　市指定袋取扱関係事務経費 円

　以下の経費に使用しました。

　①郵便料 円

　②返信用の封筒第等 円

　　５　福祉的配慮無料給付分 円

　０歳児やおむつを常時使用している介護保険要介護・要支援の高齢者及び補装具として

の紙おむつの支給を受けている障害者のいる世帯に対し、無償給付しています。これにか

かる予算は、各担当課が歳出として計上しています。

円

計（円）枚数（枚）袋の種類

2,500,000

1,500,000５０㍑袋 8,808,450

主　な　歳　出　内　容
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84,085,645　　６　カン・ビン・ペットボトル本体、容器包装プラスチックの選別
        及び再資源化委託料

合　計 16,986,450



　収集されたカン・ビン・ペットボトル本体、及び容器包装プラスチックについて、リサイクル

できる物とできない物とに選別する業務などを業者に委託しています。

　①カン・ビン・ペットボトル本体の選別及び再資源化 円

平成２１年度実績：約１,２６３トン　単価：２３,９１７/トン

　②容器包装プラスチックの運搬 円

　③容器包装プラスチックの選別・圧縮・梱包 円

平成２１年度実績：約６０９トン　単価：４０.９５円/ｋｇ

　④容器包装プラスチックの再商品化 円

平成２１年度実績：約５９０トン　単価：３.２８７円/ｋｇ

　　７　啓発経費（マニュアル・ポスター等制作費） 円

　以下の経費に使用しました。収集曜日（一部地域）の変更等（平成２２年４月開始）に伴い、

新たにごみの出し方マニュアルを作成しました。（②③⑤）

　①マニュアルの製作 5,000 部 円

　②マニュアルの製作（平成２２年度版） 55,000 部 円

　③マニュアル翻訳手数料（平成２２年度版） 円

　④ポスターの製作 5,000 部 円

　⑤啓発ポスターの製作（平成２２年度用 1,000 部 円

　⑥チラシ等の家庭への配付経費 円

　⑦違反ごみ啓発シール等制作費 円

　　８　生ごみ処理機購入助成金等 円

　平成２１年度は、３０件の申請があり、１件あたり平均約２５,７００円を交付しました。

　　９　有価物集団回収及び廃棄物減量等推進活動報償費 円

　有価物集団回収活動報償費は、町会などが実施する新聞やアルミ缶などの資源ごみの

集団回収活動に対し、月額４，０００円を上限に１回あたり２，０００円を交付しています。平

成２１年度は、３７町会などが実施した集団回収活動によって、約８４４トンの資源ごみがリ

サイクルされました。

　廃棄物減量等推進活動報償費は、町会の推薦を受け、市長が委嘱した推進員の廃棄物

減量化、再資源化に関する取り組みへの協力などの活動に対して、推進員１名あたり月額

１，０００円を町会に交付しています。平成２１年度では、４３町会、１１７名の推進員が

活動しました。
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　１０　人件費（健康保険や年金の事業者負担分を含みます） 円

　家庭系可燃ごみの有料化実施及びごみの減量化・再資源化の推進のための事務量が

増大したため、平成１８年に環境衛生課に２名増員配置されたことによるものです。

　１１　廃棄物中継施設管理事業費 円

　平成２０年４月実施の容器包装プラスチックの再商品化に伴い、収集された容器包装プラ

スチック中継施設の管理に必要となる経費です。

修繕費

土地賃借料

　１２　不法投棄対策等委託料 円

　主に不法投棄のパトロールや違反ごみの調査に伴う業務をシルバー人材センターに委託

しています。

　１３　ボランティア袋制作費 円

　ボランティア袋（４５㍑　無色透明　市のロゴ入り）は、道路や公園、溝など市の公共施設を

個人ボランティアとして清掃していただいている皆様に対して無償で配付しています。平成

２１年度は１５，０００枚製作しました。

　１４　啓発ポスター用パウチフィルム 円

　不法投棄等の啓発ポスター防水加工用として、Ａ３サイズを１，３００枚購入しました。

　１５　現場用作業用具等 円

　監視カメラのバッテリー交換等に使用しました。
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